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最
近
の
加
奈
陀
及
北
米
に

於
一一 :

り
一
る
鮭
一聽

'

の
研
究

歐
米
を
通
じ
一一-i
一一M一期
・
0
-一一一一一一一一の
成
M

で
あ
る
の
・
は

北
米

及
び
加
奈

陀
で

'
就
中
加
左
M

陀
に

於
け
る
姚
-錦
研
究
は
最-
も
-
'

成
u

で
あ
る
o

本
邦
の
如
き
は
北
．一一一 :
に
能
館
の

一
大
漁
場
を
控
え
て
一e
て

、
油
業

的
に
一一:
一一-
M

一は
非
常
に

一一一--要
な
も
の一
で
あ
る
が
'
:

，--一の
基
本
研
究

に
．
-

f一一つ
て

は
一一世
だ
振
は
な
い
機
で
あ
る

。
然
し
館
館
や

一
般
の
水

f
順一研
究
ば
か
り
で
な
く

、
我
邦
の
一一一一 :

n-
-

・

は
職
米
に

」
-
し
て

は
イーf
．
:

ィ

の
方
画
も
一
・
=一～-
．・設
つ
て
ゐ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら

、
水
-lf
學
と
し
て

も
止
む
を
得
一9
事
で
一一?
-
1
:
1一
ら
う
が

，
-lf
業
的
に

比
被
的
・一，し一き
な

:

i
i
n

館
漁
業
を
控
え

一・一・一一一一る
u
本
と
し
て

は

，
せ
め
て

」
1l:
の
方
面

の
研

究

一一一一け
で
も
職
米
を
法政

ぐ
様
に

し
た
い
も
の
で
あ
る

。

能
姉
の
研
究
と
一一一つて
も
::
-
-一の
範
囲
は
--llM
だ
・一一一一い
の
で
あ
る
が

般
近
數
年
-m
に

外
一网
特
に

加
案
陀
や

北
米
で
行
は
れ
た
多
く
の
研

究
を
通
組
し
て
見
る
と
や

は
り
生
態
必
・

的
の
研
究
が
多
い
-

生
態

久

保

清

治

製
・

的
と
一'K
つ
て
も
色
々
の
方
面

が
あ
る
の
で
あ
る
が

，
ll・f究
題
-

か
ら
一一一つて
第

一
が
移
動

」
--
ち
洞
游
に

開
す
る
も
の

'
第
二
が
食

解
に
開
す

る
も
の

、
第
三
が
測
定
學
的
の
所
究
'
第
四
が

一a，帥
に

開
す
る
一
研
究
'
第
一・:
ル

が
移
期
に

開
す
る
研
究
な
一ー一一:J
・

，
:

n
，
．

る

。

洲
游
と
一一K
ふ
も
の
は
何
れ
の
a
識
に

一班
て
も
'-
':

々

の
:

注

意
を
器
'心

く
も
の
で
あ
る
が
'
離
'

館
で
は
移
動
が
海
陸
'

田
界
に

ま
た
が
り
母

川
へ
の
．-l=1
‘師
性
と
一一一一ふ
も
の
が
あ
る
の

一． 'J
、
=
-一の
研
究
に

注
だ
興

味
が
あ
り
最
近
数
年
間
の
研
究
で
は
洲

，一一一開
係
の
--lf
究
が
:一一一も
多

い
0
!l-
の
方
面
の
研
究
と
し
て

一者
し
い
成
一一一一と思
は
れ
る
も
の
-』一

は
ゾ
リ
チ
ッ

シ
r一
ロ

ン

ビ
ア

で
フ

オ

ー
ス

タ

i
と
・一．・一一人
の
行
つ

た
．il=1
游
の
研
究

（昭
和
十

二
年
一疲
表

）で
、
こ

れ
は
ソ
ッ

キ
ー

ア

_







石
特
河
口
採
卵
館
卵
の
斃
死
原
因
に

就
て

五

11l:, l,'li

一
、石
持
河
ロ
採
卵

:

盤
卵
の
発
死
状
况

n-…
年
†

二
月
本
場
で
は
手

一成
解
化
場
の
收
容
卵
充
賀
を
計
る
=

的
を
以

て

、一一，-
:

n
J

河
口

で
抽
獲
さ

れ
た

:

-
l一組
一一一一一の
中
か
ら
'
合
計

二

、七
二
七

、一．n一
〇
0
粒
を
採
卵
し
'
之
を
:-「一一一一一一一M一一一化
場
へ
輪
送
收
一

容
し
た
が

'
:一一一容
後
之
に

一 :一一J
那
一
が
畑
し
く
發
生
し
始r-
ん
ど
本

議
に

湖
す
る
ま
で
--
一f・一つ
た

。
石

:

狩

一一一 := :
に

:

n
-一、け
る
探
那
--l-
入

，後
も
施

行
の
預
定
で
あ
る
か
ら
'
此
の

際
そ
一一・原因
を
究
明
1
'一
て

向
後（--
）

對
策
を
一一一一一 :」一一一，
る
こ
と
が
必
要
で
あ
:

，
-
-

一一一一
で

、
一
月
二
十
--;
=
命
を

受
け
千
歳
解
化
場
は
於
て
斃
死
原
因
の
調
一一一n
に

営
つ
た
が

、一一一 :-
時

の
状
況
は
次
表
の
如
く
で
あ
っ
た

。
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第

一
回

第
二
同

- f
月

日目日

十

1i1

十 - f-

日日l

一一

一m
9
方
法

一

-

」
-

細

十

二
:
=一
七

=
:

刺

la

一

計

十

'・--'
四
11
一

E
-

一0
、00
0

4

一量
、00
0

一一一一一一一、8
0

-L: 要 _
一a
'一一、:n
J

）0-
0一一一、0
0
0

一n
十

三

=

n
o
・a

、oo
o

0_ l 大

、-
一

、
一

0
0
一

-
き
0

-

、00
0
一

発

、番
0
一

墨
、co
o
一

一一只
、c

1l
l「 tt'

日l!

た
が
'

、 」
a - _
: l、‘ 0 :~
n o a

量
; '
_ : !・ _

前
表

一m示
の
如
く

、
石
特

'
千
競
解
化
場
田
輸
送
中
に
一発
一 :

l
l

l一し

た
所
一--n
運
搬
寄
死
1lla
を
除
去
し
残
存
生
卵
--
收
・一一一～ :

-
M
育
中
で
あ
つ

一こ

の
;il-
存
生
卵
に
次
第
に
期
し
〈
一一一一一卵
が
發
生
し
始
め
た

の
で
あ
つ
て

'
發
限
期
に

一一一汰法
施
行
の
結
果
そ
の
数
は
更
に

增

加
し
一 :

-
1

-一
卵
總
計
は
表
示
の
如
く
な
っ
た
c
-

・一一，;---
初
の

一MM一
存
生
那
に

對
す
る
割
合
を
算
出
し
て
見
る
と
五
三
・
四
-
八
・
几
・
一
'

%

と
一'l:-一
ふ

一発
死
率
を
示
し
て
ゐ
る

。
更
に
運
搬
審
死
卵
を
も
此
の
死
那
に
加

へ
探
那
数
に

對
す
る
制
合
を
算
出
し
た
結
果

は
最
下
細
記

:

一M一の如

く
六
四
・
・
"ル
ー
・
":一七・
七
%
で
あ
る

。

'

尚
ほ
第
三
一国
卵
だ
け
は
極
く

一
部
分
を
検
卵
し
た
に

止
り
'
約

汰
檢
卵
来
施
行
で
あ
っ
た
爲
め
收
容
後
の
死
那
發
生
数
が
不
明
で

あ
っ
た
が

、
現
存
す
る
死
那
数
を
解
化
盆
十

一一一に就
て
資
際
に

計

算
し
た
結
果

、
解
化
盆

一
救
に
平
均
八
〇
0
粒
の
死
卵
が
存
在
す

る
一こ

と
が
判
明
し
た
の
で
'
之
か
ら
現
在
の
總
死

」
-lP
戴
及
そ
の
殘

存
生
那
數
に

對
す
る
割
合
を
算

出
し
て

見
る
と

、
・…一一一細
刺
細
混
合

の
分
は
四
〇
七
、二
．〇
〇
粒

（四
三
・
，=

%
）'
刺
細
の
中
判
明
の
分

は
一一一
一
、〇
〇
〇
粒

（一-l-
三
・
三
'

%

）
と
'-一一一、一結果
に

な
っ
た

。
然

し
淘
法
法
を
施
行
し
た
後
で
は

」
--
の
一 :

-一一那
率
は
更
に

上
購
す
る
で

あ
ら
う
と
思
は
れ

る
o

以
上
の
加
く
一 :

-
1一一那
の
出
現
が
能
だ
期
し
い
が

- 7 -

之
は
細
汰
以
前

に
多
い
の
で
あ
つ
て
:一一汰後
に

は
一 :

-
1一一

」
-la
， ）． l一．-一一生
は
能
だ
少
く
な
っ

一，．一一一0
る

。
依
つ
て
一
発
一死
の
原
因
は
:一一--一一以
前
S
那
に

就
て
調
在
す

る
--:
と
-i:
要
す
る

此
の
一=
的
の
--l3
に
は
第

一
回

第
二
回

寄

み
は
:一一--一一来施
行
で
初
期
か
ら
の
一究
那
が
そ
の
・一一」・・・・・一現
存
す
る
の

で
調
在一の
上
一に

都
合
が
好
い

。
今
此
の
第
一一
一
回

那
の
検
卵
来
施
行

の
部
分
か
ら
一一一一一那
及
生
卵
を

一着
干
個
宛
無
扱
一一一一一 :一
に

採
つ
て
之
等
を

「ピ
ク
ロ

硫
酸

」
に

授
演
し
一一」一一一-
体
の
有
無
を
訓
査
し
た
--l-
次
の



右
の
如
く
今
国
一
の
発
発
原
因
に

就
て
は
死
卵
が

一一一の
不
受
精
卵

で
あ
る
か
'
或
は
受
一一一一後發
生
の
初
期
に
発
，一一一一し
た
も
の
で
あ
る

か
明
確
に
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
爲
'
此
の
開
者
の
場
合
に

就
て

種
々
原
因
を
調
在
考
究
し
た
が
'
そ
の
中
で
最
も
大
な
る
原
因
を

な
し
て
一eb
る
も
の
は
'
前
述
の
如
き
出一置に
一 :一一 :

る

發
生
初
期
の
能

死
に
基
く
と
推
定
さ
れ
た

。
使
つ
て
此
の
推
定
が
果
し
て
適
中
し

て

一0
る
か
ど
う
か
を
確
め
る
爲
に

次
の
如
き
賀
驗
を
行
つ
て
見
た

の
で
あ
る

。

二

、推
定
原
因
に
開
す
る
a
認
試
-R

イ

、
試
驗
:l-
所

千
一一一以一一解
化
場

ロ
、
試
驗
期
間

昭
和
十
四
年

一
，
:

-
:

-

'
-

'

l'
日
開
始

'
四
:

=
-

ー

ハー

=
終

了

。
ハ
，
供

試

卵

千
一一以
m一一化
場
附
属
西
越
採
卵
場
に
て

一
月
三
十

日
採
那
せ
る
も
の
を
同
=
試
驗
に
供
す

。
試
驗
に
は
運
線

重
死
卵

を
除
去
し
生
卵
の
み
を
使
用
す
o

●

一'
試
験
方
法

試
驗
區
と
し
て
石
油
船
の
充
分
洗
一解
し
て
油
分

を
完
全
に
除
去
し
た
る
も
の
三
個
を
用
意
し

、
之
に
供
試
9l-
を
約

三
萬
粒
宛
收
容
す
る
o

然
る
時
は
一m
一一一一の厚
さ
は

一
五
組
と

な

る
o

之
に
清
水
を
深
さ
二
〇
組
程
ま
で
:

-rlE
・
ぐ
o

然
る
時
は
卵
表
面

よ
り
の
水
深
は
五
組
と
な
る

。之
等
の
一m一を八
度
の
流
水
中
に

類

ま
で
授
演
し
て
内
部
の
水
-a
を
不
變
な
ら
し
め

、
第
一
試
驗
一一m
．は

一
一n一一一一使
、
條
二
試
驗
區
は
二
書
一夜
，
第
三
試
驗
區
は
三
-y一夜そ
の

ま

'・'
放
置
と
す
る

。
所
定
時
間
放
置
後
一一一一一か
に

之
等
を
r
ァ
ト
キ

ン

ス

」
脱
一一化
器

一
「ス
タ
ッ
ク

」・一n一に
移
し
代
へ
通
例
の
如
く
解

化
精
内
に
收
容
す
る

。之
等
に
對
し
對
照
試
驗
，…一一と
し
て
約
三
一n一

粒
を
直
ち
に

「ア
ト
キ
ン

ス

」
聯
化
器

一
「ス
タ
ッ
ク

」に
收
容
し

た
る
も
の
を
通
例
の
如
く
解
化
精
内
に

收
め
た

。
面
し
て
二
〇
日

-
:

'
三
〇
目
目

，
四
〇
=
目
に

粉
那
'
四
〇
=
日
検
卵
-e
行
後
-E

汰
を
行
〇

'
六
九
日
目
m一一出
完
了
と
共
に

試
驗
を
経
つ
た
o

木

、
-ii-
験
結
果

各
検
卵
:

=
に

於
け
る
'一一一一卵
果
計
を
表
示
す
る
と

次
の
如
く
で
あ
る

。

- 0 -

然
ら
ば
何
が
不
受
構
の
原
因
と
な
つ
た
か
を
考
究
す
れ
ば
よ
い

の
で
ぁ
る
が

、
数
に

こ
の
'本
受
結
那
は
果
し
て
眞
の
不
受
精
那
'

か

或
は
受
精
後
發
生
の
初
期
に

m
体
が
斃
' :
-一一（-一一一一 :

，く
は
發
市
--:
中
止

）

し
た
爲

一
見
不
受
結
那
の
如
〈
見
へ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
の
疑

が
あ
る

。
こ

の
點
に

就
て
は
探
那
時
よ
り
時
=
を
経
過
し
て
一eb
る

の
で
形
態
的
に
は
一 :

用

ん
ど
之
れ
を
確
め
る
こ
と
が
出
來
な
か
つ
た

が
、
石
一
好
に
於
て
採
那
後
那
子
の
處
一置
に

次
の
如
き
事
實
が
あ
っ

る
0

右
の

如
く
一死
那
の
全
部
が
不
受
描
卵
・

で

、生
那
S
中
に

も
不
受

:

構
一
那
・

が
ま
だ
期
し
く
混
じ
て
ゐ
る

、一．．．一
と
が
解
つ
た

。
即
ち
今
回
の

死
那
發
生
は
不
受
描
那
が
非
常
に

多
い
こ
と
に

原
因
し
'

之
が
次

第
に
自
湖
し
て

一 :一一一
」-
1a
と
な
つ
て
現
は
れ
'
i-la
法
の
一一n一施
に

よ
り
殘

餘
の
不
受
精
卵
も
此
の
際
全
部
自
一画
し
て

一一一1-一那
と
な
り
'

そ
の
爲

め
に
以
後
の
一先
那
出
現
が
激
減
す
る
に

至
つ
た
も
の
と
推
定
さ

れ

た
爲
に

此
S
一一a-
一一 ::-一:一一 :だ
深
い
の
で
あ
る

。

」
-
-t
）前
描
S
表
に

見
る
如
く
'
一観
々

の

一一一一 :

-

M
に

依
つ
て
採

」
-la
'一一

子
は
即
=
輸
送
さ
れ
・
ず

に

三
=
分
を

一
括
め
に

し
て
送
ら
れ
て
あ

る

。
一一一一一--の
間
採
印
々

子
は

一
〇
一a
粒
位

一地四
1
総
に

收
容
さ
れ
之

に
厚
く
水
を
張
り

、
防
来
一
設
俯
を
施
し
て
一一M
内
に
一一一一器
一さ
れ
た

。

斯
く
し
て

三
日
=
の
採
卵
ま
で

初
=
及
M

，一日
S
那
子
は
放
置
さ
れ

た
の
で
あ
る
が

、一一一日
目
の
採
那
々

子
も

」
-P
日
輪
送
さ
れ
な
い
で

同
一一m梅
中
に

收
容
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
か
ら
'
長
き
--
数
=
:

に
一=一

つ
て
神
中
に

放
置
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る

一-
で
あ
る

。
，S
論
=
に

二

三
回

轟
中
の
水
は
換
へ
ら
れ
た
で
あ
ら
う
が
'
斯
の
如
き
産
置
に

於
て
は
那
后
の
下
部
が

一一一一一・，- ::心
一一Mn
死
す
る
で
あ
ら
う
こ
と
は
容
易
に

想
像
さ

・-る
こ
と
で

'
此
の
際
に

n=
:一し
た
-b
の
が
一一一，・
競
收
容
後

次
第
に

自
湖
し
て
死
卵
と
な
っ
て

出
現
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と

の
疑
が
深
い

。

- 0 -

器
要
一

期
-E
の

中
判
明
一一一分

0 0

a

不l

l
計

一

卵g

要
一

o
'o

1

0

'0
．一

= 要一・、. .,-l:

li -- 一、・一一 _
、二 ilt_1 ?し

_ 0

如
き
結
果
を
得
た

。
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・u
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一一、．-一一一一一一一一一0
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一一一一、一一一一（表
'0

一K
、一一一0、'
き
・一一 :

．、

、
一

一査a
（量
一一一）一

一一n
、n
一一a
（-
一一一一・o
）一

一一'-一
、一一一一一一一（-一一一'一一一
．）
一一

一一一
、一-
-

・

．
・

--l-

．
0

）-

一一K
、一一一一一一一一'-0一' l

一一）一

一一一一一
、一K一 :

）一一（-一一一一・一一）

，簡
前
表
を
グ
ラ
フ

を
以
て
同
示
す
る
と
次
一

「-の如
く
で
あ
る

。

（
，、
試
驗
組
過

前
-tf
の
同
及
表
に

:

-一一り一一一一一那
發
生
の
總
過
を
概

識
す
る
と
各
一1llW
共
初
め
は
端
ど
死
那
の
出
現
が
な
か
つ
た
が
1
n一

目
頃
よ
り
次
第
に

現
れ
始
め

、
二
一I'
=
=
に

は
對
照
一…一一'
-
:一一一1a

は
四
-
五
%
の
死
卵
率
を
示
し
た
が
第
二
'區
'
三
區
は

一
〇
%
を

越
へ
た
o

三
十
日
目

（-一e
-一限
期

）
に
は
前
二
者
は
l
-

%
内
外
で
あ

る
が
後
者
は
五
〇
%
を
越
へ
て
一eb
る
o

四
一1'
日
口
に

は
對
照
區
約

八
%
'
第

一
區
が
和
-
'一一一一一く
約

一
三
%
、'
第
二
一
，m
に

至
る
'-J
・一 :

-一一に

不
良
と
な
り
約
七
0
%
、
第
三
區
は
更
に

悪
く
約
八
〇
%
と
な
つ

て
ゐ
る

。
四
十
日
目
に
:

洞
汰
を
行
つ
て
四
十

二
日
目
に

翻
察
し
た

結
果
は
死
卵
出
現
に
一描
一一一，一一一一一一S
を
見
、
對
照
一一一一約
一
四
%
'
第

一

區
約
二
一
%
、第
二
區
L;
六
%
、
第
三
區
九

一
%
と
な
っ
た

。
次

に
解
出
完
了
の
六
・
"ル
=
目
ま
で
一死
那
の
發
生
は
械
め
て
部
徴
に

總

過
し
て
ゐ
る

。

・

之
を
以
て

見
る
と

一
義
夜
止
水
中
に
放
置
し
て

も
S
に

若
干
の

悪
影
響
を
認
め
る
が

、一一一一:一夜
以
上
放
置
す
る
場
合
は
明
か
に
～

:

西

大
な
る
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
解
る

。
而
し
て
そ
の
死
那
一
獲
生

一一?
-・r一激
に
出
現
す
る
一
，J

と
は
な
く
1'
=
=
l:fi
よ
り
徐
々

に
現
れ

、

約
:
:一一一一一施
行
後
に

激
減
す
る
こ
と
は
前
表
に

依
つ
て
解
る
通
り
で
あ

る
o

ト

、
死
卵
の
性

一M一
A

，三
十
日
目
検
卵
の
際
に

一一一一一那
を
各
區
か
ら

三
百
粒
宛
採
つ
て

「ピ
ク
ロ

統
酸

」
に
:

投
演

し
9
体
の
有
無
を
検

し
た
應
次
の
如
き
結
果
を
得
た

。

0 _一一t一'一一一一
右
表
の
如
く
死
卵
の
大
部
分
は

一
:-一一一一一m
体
の
・一 ::-
::

在
を
認
め
得
ぬ

不
受
結
卵
様
の
も
の
で
あ
る
，
從
つ
て
本
試
驗
中
に
一一一一一一生
し
た
一一一一一一

卵
の
-

、一一一・は
斯
一標
な
一一一，受
精
一那
様
の
も
の
と
見
て
差
文
な
い
で
あ

- l



ら
う

。
然
し
同

一
系
統
の
卵
子
を
四
分
し
て
試
験
に

供
し
た
の
に

も
拘
ら
・
ず

到
照
一f
を
除
き
各
試
驗
區
殊
に
第
二
'
第
三
試
驗

一一nに

於
て
不
受
描
那
の
著
し
く
英
大
な
の

は

一一9だ
:

小本
合

理
と
一一一はな
け

れ
ば
な
ら
な
い

。
之
よ
り
考
察
す
る
と
死
那
の
大
部
分
は
受

:

常
卵

で
あ
る
が
'
發
生
の
初

期
に
発
一一一 l

-一し
た
一一n
蘇
一体
の
識
別
因
難
で

一

見
一一
，受
描
卵
の

如
く
見
え
る
も
の
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る

。

三

、 :

t
n

び

前
項
の
賀
驗
に

依
つ
て
受
精
直
後
那
を
=l-
水
中
に

一
日
以

上
放

置
す

る
と
性-
し
き
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て

一一一一印
の
械
出
す
る
～:
と
が

解
つ
た

。
然
し
そ
の
影
響
は
直
ち
に
現
は
れ
る
こ
と
な
く

、
十
日

目
'明
よ
り
徐
々
に

現
は
れ
始
め
る
が
，
二
I
n
n
，力至
四
-
=
日

に
最
も
著
し
〈
現
れ
:

洞
汰
施
行
後
に

は
消
失
す
る

。
そ
の
一死
那
は

一
見
不
受
精
那
の
如
く
見
へ
る
が

、
發
生
の
初
期
に

斃
死
し
た
も

の
が
大
部
分
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る

。

入

，此
の
試
驗
の
経
過
を
熟
:m
す
る
と
石

一一 :の
那
子
の
発
死
状
況

と
甚
だ
船
似
し
て

e
る
～:
と
を
認
め
る
で
あ
・
-- :

-

'
，r''，

。
-
ち
石

:

-一一の

那
子
も
受
n一一直後
に

長
き
は
故
一=
開
止
水
中
に
放
---f
さ
れ
r
J

一一0
る

が

、
そ
の
:
:

-
1一一

」
-la
發
生
も
直
ち
に
現
は
れ
一

「l
-

次
第
に

增
加
し
て

來
て

三
一-'
目

rI
前
後
に
最
も
護
し
く

、
油
法
胞
行
後
に
は
消
失
し
て
一e

る

。
又
そ
の
死
卵
は

一
見
不
受
精
那
の
如
き
外
顯
を
与
'

す
る

。

之
等
を
以
て
考
繁
す
る
と

」
1-
の
賀
驗
は
細
い
酸
で
は
一一 :特に
於

け
る
-a

ila
と
一観
々
條
件
が
異
つ
て
ゐ
る
が

、
少
く
も
受
結

:一役
=

水

中
に
長
く
卵
子
を
放
置
し
た
一u
と
が
決
し
て
良
い
影
響
を
興
へ
な

か
つ
た
こ
と
を
示
し
て
-b
る
と
思
ふ

。
‘簡
ほ
石
狩
の
一究
死
原
因
に

は
そ
の
外
一
極
一一一の
因
子
が
働
い
て
一e
る
～:
と
は
否

定
出
來
な
い

が
'
此
の
實
驗
か
ら
見
て

前
速
の
處
置
が
最
一

も
大
き
な
原
四
と
な

つ
て
一-:r
る
で
あ
ら
う
こ
と
は
疑
な
い

。
從
つ
て
个
後
は
出
來
る
丈

採
卵
後
は
長
く
放
置
せ
・
ず
直
ち
に

一一M-一一一り
し
て

輸
送
す
る
の
が
最

も
安
全
な
蹈
置
で
あ
ら
ぅ
と

一一-ふ
の
で
あ
る

。

2一

能
館
解
化
事
業
發
碑
の
地
に

記
念
碑

建
一設
に
就
て

札
幌
に

於
け
る
聖
跡
に
一一一一樂一園
が
あ
る
'
明
lf-
八
年
川一一一く
も

明
治
大
一 :一一・本
道
御

巡
幸
の
砌

、
開
内
の
清
準
事
に

御
小
体
み

の

際
御
茶
の
湯
に
御
使
用
に

な
っ
た
も
の
は
同
じ
開
内
に
一標
々

と

し

一，-一一一出す
る
そ
れ
で
あ
り
と
細
へ
ら
れ
現
在
御
賠
水
の
標
:
-

:
:一一

が
建
立
さ

れ
て

居
る

。
然
る
に

-l-
の
'i
:一水
は
明
治
-
年
偶
然
に

も
北
海
適
一一一一一の
搬
一一':…御
歴
教
師
r一I
・
ェ
ス
・
ト

リ
ー

ト
ー

一一が錦

解
化
試
驗
を
始
め
て
や

つ
た
唯
で

、つ
ま
り
本
適
に

於
け
る
一n-

館
解
化
事
業
の
發
確
地
で
あ
る

。

．

筆
者
も
明
治
三
十
八
年
始
め
て
渡
道
す

る
や

偶
然
な
が
ら
備

樂
園
の
こ
の
一一一一一水
川
の
側
の
・一一一
，で
も
在
る
'家
に
究一'・一……-
し
た
事
が

あ
る

。
常
時
園
内
に

は
清
一一一一一事
の
外
に

二
特
よ
り
無
く

、現
在

數
一n
n
，建
て

ら
れ
て

居
る
の
を
見
て
は
更
に
隔
…

一一…一の
感
が
あ
る

程
で
あ
る

が

、一-一に
角
国
内
を
買
通
し
て
居
る
:

ー
ル

の
M
水
川
は

北
海
適
大
率
構
内
を
通
り
結
局
石
狩
川
に

注
ぐ
の
で
あ
る
が

、

晩
秋
か
ら
か
け
て
館
が
拆
上
し
一一n樂
国
的
近
で
産
那
す
る
の
で

一a
続
の
確
床
に
能
が
背
を
出
し
て
居
る
こ
と
も
稀
で
な
く

、
此

の
一一…岸
の
人
々

が
樂
み
に
一mE-
っ
て

居
つ
た
事
は
勿
論
で
あ
り
'

こ
れ
が
抽
れ
ば
将
漁
で
あ
る
こ
と
も
知
ら
な
か
っ
た
筆
許
の
如

き
も
-

明
治
三
十
八
年
の
晩
秋
か
ら

一
:

月
明
進
に

か
け
て

十
敏

尾
を

」
-f
れ
に

探
捕
し
た
經
驗
を
持
つ
て

居
る

。
今
で
こ
そ

一次が

a一 :
:一集
し

」
1l:
の
小
川
に
も
か

な
り
機
物
も
投
来
さ

れ
て

を
る
や
う

だ
が

'
常
時
は
資
に

清
--le
知
す
ぺ
・一一一a
一一一水川
で
あ
つ
た

。

前
記
一-
:
1

一
水
個
出

一一は
道
路
に

接
近
し
た
械
く
狭
い
と
こ

ろ
で
あ

る
が
流
域
も
多
少
一聽
理
さ
れ
て

居
り

、

」
-l:
の
…一n一一-一な
る
一一一一一解解
一一一

化
事
業
、

發
:
-

M一の
地
に
一記
念
解
を
建
設
し
て
御
'
-一階
水
と
=

．に，-一 :

久

に
傳
ふ
る
事
は
定
に

適
営
な
る
企
で
あ
り

、
之
を
館
錦
保
設
協

合
の
手
に

よ
り
て

建
設
さ
れ
る
事
は

，:---
も
有
意
義
な
り
と
川
:
-

t
-一

し

、
細
-l-
町
で
開
-ll-
さ

れ
た
本
・一一一 :總
?一一 ::
に
提
，-一一一一し
た
次
第
で
あ

る

。
資
は
=--
年
本
通
で
=
本
水
確-
準
合
が
開
か
れ
た
節
礼
出
市

見
物
個
隨

の
一
に

加
/

ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
が

、
前
nf
合
長
の

理
事
W
l--
藤
-
經
信
先
生
か
ら
の
記
念
す
ぺ
き
地
も
世
に
・一」:一れ

ら
れ
一r
、
終
ふ
一…一一fl;は
-l0
に

遺
憾
で
あ
る
と
一一一 :
，者
に

御
話
が
あ
り

、

予
も
亦
懷
か
し
き
一-
-

一一 :--一
出
と
:li:一
、に
深
き
感
激
を
以
て
提
禁
し
た

次
第
で
あ
る
が

、
幸
一一 :-一に
一一一一一場
一
致
の
費
成
を
得
・一一一一…一一は
眞
に

慶
賀
に
一一用一へ
な
い
と
共
に

、
今
後
之
が
:

，一、体化
に

努
力
し
た
い

と
---
心

っ
て

:

居
る

。

簡
備
業
国
に
一一一一一M
配

一一保存
，一一一 :
と
い
つ
た
も
の
が
あ
り
市
役
所

a
-
-
-

-

n
一課
等
に

も
記
念
碑
建
設
に

開
す
る
意
向
を
聞
い
て

見
た
が

何

一っ
れ
も
賛
成
で
あ
つ
た
一c
と
を
附
記
す

る
o

I 3
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